
欝

評

す
。
そ
レ
て
地
方
に
お
け
る
都
市
と
一
｛
壮
盛
と
は
狭
い

地
理
的
闘
係
に
あ
る
た
め
に
、
瓶
方
の
豪
族
一
上
家

達
と
都
市
商
人
と
を
同
一
の
利
害
に
よ
っ
て
結
合
さ

・
せ
る
の
で
、
こ
こ
に
自
ら
独
占
的
な
豪
族
社
会
が
形

成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
も
の
が
、
三
一
七
世
紀
の
聞

に
お
け
る
照
式
荘
園
の
内
容
で
あ
る
。
漢
代
の
荘
園

は
か
か
る
揮
式
路
園
の
前
期
形
態
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
入
世
紀
以
後
の
鞍
園
は
、
荘
戸
と
か

佃
戸
と
か
言
わ
れ
る
網
…
当
自
活
力
の
強
い
農
民
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
螺
園
そ
の
竜
の
が
村
落
形
態
に
近

づ
い
て
い
る
。
だ
か
ら
旧
式
荘
園
の
封
鎖
繭
な
る
に

対
し
、
こ
こ
で
は
開
放
繭
で
あ
る
．
、
こ
う
し
た
形
の

襲
闘
が
藩
式
面
識
で
あ
る
。

　
以
上
は
悪
者
の
労
作
に
表
明
さ
れ
た
血
肝
の
二
重

な
研
一
h
究
成
果
の
中
か
ら
特
に
社
会
経
済
上
の
軍
要
な

問
題
を
拾
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
上
述
の
上
家
下
戸

湖
の
一
層
県
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
究
明
は
更
に

今
後
に
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
資
料
的
な
制
約
も
勿
論
あ
る
こ
と
だ
が
、
著

者
の
漢
代
史
に
対
す
る
深
い
造
詣
か
ら
、
今
後
是
非

展
開
し
て
欲
し
い
こ
と
で
あ
る
．
．
と
書
う
の
は
、
漢

代
奴
隷
一
点
議
論
解
沖
ハ
点
の
限
界
が
、
入
身
売
買
の
有

無
、
・
主
入
の
入
間
的
取
扱
の
有
無
、
更
に
は
生
癒
の

主
力
が
奴
隷
に
在
る
か
小
作
に
あ
る
か
の
問
題
も
勿

論
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
小
作
・
否
下
…
戸
の
社
会

的
地
位
そ
の
も
の
の
低
さ
が
、
奴
隷
に
塗
し
て
何
れ

程
の
差
が
あ
っ
た
か
が
、
問
題
を
根
本
的
に
解
明
す

る
鍵
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
国
に
お

い
て
、
農
民
的
土
楴
所
有
の
確
立
す
る
の
は
、
遙
か

後
世
の
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
以
前
の
農
畏
、

殊
に
代
々
上
家
に
仕
え
た
下
戸
農
民
が
、
上
家
か
ら

の
経
鼻
的
収
馨
に
事
え
て
、
酷
烈
な
入
身
収
嚢
を
受

け
て
い
た
事
実
を
見
る
と
き
、
そ
の
収
轟
の
範
照
限

界
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
来
る
。
私
鼠
漢
代
は
奴

隷
制
な
り
と
の
論
に
餐
成
す
る
竜
の
で
は
な
い
が
、

さ
り
と
て
、
奴
隷
的
販
扱
と
承
、
愚
わ
れ
る
程
の
入
身

収
嚢
が
多
分
に
存
在
す
る
こ
と
を
無
視
す
る
こ
と
は

措
来
な
い
。
従
っ
て
邑
欄
国
家
時
代
の
奴
隷
が
漢
代

で
は
解
放
過
程
に
あ
っ
た
こ
と
は
髄
か
だ
が
、
漢
代

の
小
作
制
そ
の
も
の
が
、
奴
隷
的
難
嚢
か
ら
完
全
に

解
放
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
無
爵
出
来
な
い
．
、
考

え
様
に
よ
っ
て
は
上
家
は
奴
隷
を
小
作
農
民
に
す
り

か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
飽
く
な
き
暇
奮
を
遂
げ
て

行
っ
た
と
見
ら
れ
る
面
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
種
々

の
論
義
は
こ
・
う
し
た
点
か
ら
起
る
様
で
あ
る
．
、
中
国

の
み
な
ら
ず
、
東
洋
の
古
代
社
会
の
特
膚
の
性
格

九
〇

を
、
　
一
義
明
確
に
す
る
た
め
に
も
、
上
家
下
戸
制
一
の

内
容
の
究
明
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
弓
。

（
名
古
屋
大
滋
．
や
文
学
部
論
究
論
集
五
。
史
学
コ
。
一

九
五
三
年
）
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西
村
元
佑
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目
一
、
一
6
ン
○
瞥
お
ヨ
ぴ
ρ
”
〉
」
一
（
δ
導
。
一
博
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

》
的
箪
コ
μ
星
ぎ
（
ぎ
。
・
葦
毛
δ
σ
q
8
σ
q
季

三
誉
．
（
お
器
〉

　
今
は
す
で
に
吉
典
約
名
著
と
な
っ
た
コ
般
経
済

地
理
学
」
　
（
一
九
二
八
）
の
蕎
者
と
し
て
経
済
地
理

噂呼

兜
ｾ
に
ム
切
〃
窟
官
岡
い
R
。
リ
ュ
ト
ゲ
ン
ス
の
編
…
集
に
よ

り
、
こ
の
た
び
「
土
地
と
経
済
」
国
乙
。
蒸
溜
落
馬
野

田
。
ぎ
津
と
題
す
る
大
部
な
叢
書
が
刊
行
さ
れ
始
め
た
。

金
五
巻
、
只
今
そ
の
第
三
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い

る
。　
昏
巻
の
概
要
を
見
る
と
、
驚
二
巻
「
経
済
生
活
の

地
理
的
基
礎
と
諸
解
題
」
．
じ
δ
臓
8
び
・
尋
㌶
婁
。

O
「
§
盛
p
σ
q
g
　
二
露
飾
　
回
）
お
鑓
窪
6
　
白
鷹
≦
卸
8
一
回
紘
富
－

H
⊆
）
○
旨
u
・
噸
（
一
九
五
〇
）
は
編
…
新
［
リ
ュ
ト
ゲ
ン
ス
の
脳
中

に
成
る
が
、
内
容
的
に
、
ま
た
構
成
の
仕
方
に
継

て
〉
悪
露
「
｝
般
経
済
勉
理
学
」
と
相
通
ず
る
点
が
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多
い
。
即
ち
、
第
一
部
経
済
生
活
…
の
轟
然
的
甚
礎
、

第
二
都
経
済
入
に
塗
す
る
殖
編
垂
な
面
素
界
の
意

義
、
第
三
部
経
済
の
帰
、
「
茜
窪
と
し
て
の
入
闘
、

こ
こ
ま
で
は
闇
著
の
構
成
を
そ
っ
く
り
受
け
継
い
で

お
り
、
そ
し
て
旧
著
は
こ
こ
ま
で
で
終
っ
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
’
新
著
で
は
、
空
間
と
経
済
と
題
し
た
第

四
部
が
新
た
に
加
わ
り
、
経
済
地
域
、
経
済
景
鰹
等

の
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
。

　
第
二
巻
「
世
界
経
済
の
生
産
空
間
」
づ
帥
。
℃
δ
自
；
，

篤
ぎ
蕊
藁
ヨ
き
属
臼
芝
の
囲
写
一
「
誇
ゴ
藁
・
（
一
九
五
二
）

・
も
問
じ
く
編
者
自
身
の
手
に
成
る
。
こ
れ
は
世
界
を

熱
帯
雨
林
地
域
以
下
五
つ
の
大
地
域
に
区
分
し
、
更

」
に
海
洋
地
域
も
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
と
経
済
を

叙
述
し
た
総
櫓
的
な
世
界
経
済
地
誌
で
あ
る
。

　
簗
寒
帯
「
一
般
農
業
及
び
工
業
地
理
学
」
は
エ
リ

　
ヒ
・
オ
ト
ゥ
レ
ム
バ
の
筆
に
成
る
。
こ
れ
は
は
じ
め

二
〇
〇
頁
が
農
業
地
理
、
あ
と
の
一
〇
〇
頁
が
工
業

塊
理
に
宛
て
ら
れ
、
最
後
に
一
〇
頁
程
、
農
業
景
観

　
と
工
業
景
槻
の
統
一
と
い
三
章
が
設
け
ら
れ
て
い

　
る
。

　
第
四
巻
「
一
般
商
業
及
び
交
通
地
理
学
し
　
≧
貫
？

葺
O
ぎ
O
諜
§
賢
婦
頓
と
＝
旧
く
O
島
O
ぼ
煮
O
O
σ
q
養
℃
気
O
●
と
第

　
五
巻
「
土
恥
形
成
者
と
し
て
の
経
済
人
」
σ
自
三
亭

警

評

鴇
O
剛
類
津
2
ス
一
〇
》
謬
＝
砿
。
咽
一
餌
並
の
0
3
葺
「
｛
o
『
胤
巽
一
目
（
一
〇
●
と

ゆ、

g
未
刊
．
．
著
者
の
名
も
知
り
得
な
い
。

　
私
は
以
上
の
中
、
特
に
繁
三
巻
、
就
中
そ
の
前
半

の
農
業
馳
理
掌
の
部
分
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
大
要

ウ
｝
慨
則
介
し
、
一
嘱
せ
て
サ
衝
工
一
の
虜
中
薬
を
述
べ
た
い
と
田
無

う
。　

第
三
巻
第
一
部
一
毅
農
業
池
理
学
は
次
の
七
つ
の

章
か
ら
成
立
つ
。
　
（
因
み
に
橋
面
内
の
数
字
は
各
芝
地

に
割
か
れ
た
頁
数
を
あ
ら
わ
す
）
　
第
一
章
　
簾
榮

地
理
学
の
立
場
。
課
題
。
発
展
・
方
法
（
一
九
）
、
．
第

二
章
農
業
空
間
と
そ
の
形
成
要
因
（
六
〇
）
．
、
第

三
章
　
農
杯
盤
土
蜘
利
用
空
聞
に
於
け
る
社
会
的
礁
鞭

造
（
二
二
）
。
第
賜
章
農
業
景
観
の
構
成
要
素
ハ
三

八
）
。
第
五
章
　
農
業
の
経
済
形
態
（
一
二
）
。
第
六

章
農
業
の
地
域
性
（
一
五
）
。
　
第
七
章
　
若
干
の

農
業
景
観
及
び
農
業
地
域
の
比
較
の
例
（
一
八
）
。

（
尚
第
二
部
の
「
一
般
工
業
地
理
学
」
に
つ
い
て
は

紙
数
の
関
係
上
触
れ
得
な
い
が
、
そ
の
構
成
の
概
要

だ
け
を
参
考
の
た
め
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
1
第
一
章
　
工
業
地
理
学
の
発
展
・
立
場
・
課

題
、
第
二
章
　
人
間
の
工
業
的
活
動
空
聞
の
箭
…
囲
、

第
三
章
工
業
窒
閤
の
社
会
的
燐
造
と
構
成
要
棄
、

第
四
章
　
工
業
空
間
の
経
済
曲
な
配
列
の
法
則
、
第

五
章
　
工
業
地
域
及
び
工
業
立
地
の
比
較
考
察
、
第

六
章
　
若
干
の
工
業
地
域
及
び
工
糞
景
嚢
の
例
）

　
第
一
章
「
農
業
弁
難
学
の
立
場
・
課
題
・
墨
展
・

方
法
」
は
本
書
の
云
わ
ば
序
章
で
あ
る
。
農
業
地
理

学
の
対
象
分
野
を
厳
密
に
規
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
現
笑
の
農
村
社
会
に
於
て
、
労
働
空
間
と
生

活
空
間
、
農
業
景
観
と
文
化
景
r
観
、
従
っ
て
農
業
地

理
掌
と
一
般
人
文
地
理
掌
と
は
敢
え
て
区
別
し
難
い

の
で
あ
る
が
、
ご
冨
に
し
て
云
え
ば
農
業
地
理
学
は

農
業
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
地
表
空
闘
の
専
掌
で
あ

る
．
、
そ
し
て
農
業
地
理
学
の
本
質
は
地
理
掌
的
思
考

と
経
済
掌
的
思
考
と
の
結
合
の
中
に
あ
る
が
、
そ
の

際
、
農
業
の
土
地
・
気
候
に
対
す
る
依
存
と
い
う
よ

う
な
問
題
を
乗
り
こ
え
た
時
に
始
め
て
真
の
問
題
が

始
動
る
の
で
あ
り
、
単
な
る
地
理
的
因
果
に
止
ま
ら

ず
、
む
し
ろ
経
済
的
諸
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た

農
業
窒
闘
の
研
究
に
こ
そ
農
棄
地
理
学
の
究
局
の
課

題
が
あ
る
と
す
る
。
農
業
地
理
啓
発
違
実
の
上
で

は
、
ド
イ
ツ
に
て
は
チ
ュ
ー
ネ
ソ
、
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ

ヒ
ト
、
ヴ
ァ
イ
ペ
ル
の
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
イ

ギ
リ
ス
の
土
堀
利
用
講
査
や
合
衆
国
の
ベ
ー
カ
ー
等

に
見
ら
れ
る
実
爾
…
的
方
法
、
フ
ラ
ン
ス
の
極
め
て
イ

ン
テ
ン
シ
ヴ
な
方
法
が
注
目
謎
、
C
れ
て
い
る
。

九
一
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書

　
第
二
章
「
農
業
空
聞
と
そ
の
形
成
要
因
」
で
は
、

第
一
に
農
蒙
櫓
縄
の
地
理
的
手
風
、
即
ち
寒
冷
・
乾

燥
・
高
慶
等
に
対
す
る
限
界
、
第
二
に
農
業
の
自
然

的
基
礎
、
例
え
ば
気
候
・
地
形
・
水
・
土
嚢
等
と
農

業
の
関
係
を
述
べ
、
鮪
弟
三
に
は
作
物
。
家
訟
田
の
移
動

伝
播
（
特
に
旧
・
甚
大
睦
間
に
於
け
る
そ
れ
）
や
混

合
形
態
、
そ
し
て
最
後
に
経
済
約
要
因
か
ら
農
業
の

窒
闘
的
配
列
を
見
る
。
即
ち
、
賊
益
逓
減
の
法
則
、

チ
ュ
ー
ネ
ン
の
集
約
度
法
鋼
、
需
要
と
供
給
と
の
関

係
等
が
農
業
の
塘
表
に
於
け
る
分
野
に
如
何
に
影
響

し
て
い
る
か
を
指
摘
す
る
。
要
す
る
に
農
業
空
理
成

立
の
自
然
的
・
社
会
的
諸
条
件
が
説
か
れ
る
の
で
あ

る
が
、
構
成
は
常
套
的
で
殊
更
に
薪
味
ば
な
い
。
し

か
し
例
え
ば
農
業
活
動
の
隈
界
に
は
現
実
の
隈
界
と

可
能
酌
隈
界
の
両
者
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
な

ど
、
農
業
の
環
境
を
ば
絶
対
的
制
約
的
な
も
の
と
し

て
考
え
て
い
な
い
こ
と
が
注
冒
さ
れ
る
。

　
第
三
章
「
農
業
的
土
肥
利
用
窒
闘
に
於
け
る
社
会

朗
構
造
」
で
は
農
民
の
社
会
納
階
層
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
る
。
農
業
窒
間
の
塊
域
的
分
析
に
際
し
て
は
、

経
営
規
模
の
機
械
的
な
大
小
だ
け
で
な
く
、
農
業
祉

会
的
な
タ
イ
プ
の
比
較
、
例
え
ば
蛍
篭
に
当
　
る
農
民

が
順
大
陸
的
な
小
農
で
あ
る
か
、
企
業
的
な
大
農
で

φの

驍
ｩ
、
コ
ル
ホ
…
ズ
農
民
で
あ
る
か
等
と
い
う
こ

と
が
閑
却
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
、
又
玉
響
規
模
は

自
然
的
・
経
済
的
・
政
治
的
要
因
に
よ
っ
て
歴
史
的

に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
更
に
土
地
所
念
の

地
理
薫
製
…
意
義
、
就
中
共
同
約
土
地
利
用
の
鷺
義
強

を
具
体
的
に
説
い
た
後
、
世
界
を
農
業
社
会
的
観
点

か
ら
、
西
や
欧
∵
東
欧
・
馳
中
海
地
域
…
御
東
薗
…
ア
ジ

ア
。
熱
帯
原
住
民
農
業
。
農
叢
か
縮
脚
民
地
プ
ラ
ン
テ
ヨ

　
シ
ョ
ン
・
薪
大
陸
の
白
人
農
業
等
に
地
域
区
分
し
て

　
い
る
。
そ
し
て
社
会
的
構
造
の
変
化
が
農
業
景
観
に

ど
の
よ
5
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
補
説
す
る
。

　
第
四
章
「
農
業
景
観
の
構
戒
｝
嬰
素
」
で
は
農
業
景

観
の
形
態
的
特
質
を
構
成
す
る
諸
要
棄
に
つ
い
て
述

　
べ
ら
れ
、
本
署
の
申
で
は
さ
き
の
第
三
思
及
び
後
の

第
六
章
と
共
に
最
も
興
昧
を
惹
か
れ
る
部
分
で
あ

．
る
．
、
要
素
の
第
一
は
農
業
的
に
利
用
さ
れ
た
地
表
笙

間
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
耕
地
そ
の
も
の
及
び
土
地
利

用
の
二
つ
の
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
耕
地
と
し

　
て
は
所
膚
の
集
申
。
分
散
や
区
画
の
大
小
；
規
則
性
ギ

の
膚
無
が
中
心
と
な
り
、
土
地
利
用
は
移
動
牧
畜

　
（
遊
牧
や
移
牧
）
　
・
移
動
耕
作
（
焼
畑
な
ど
）
　
・
笹

久
的
勝
窄
一
州
利
用
（
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
節
蕾
高
義
果

樹
栽
培
な
ど
）
・
輪
栽
式
農
業
（
種
々
の
輪
作
タ
イ

九
二

プ
が
｝
爪
さ
れ
る
）
　
・
混
A
臼
農
業
に
分
～
娘
さ
れ
、
広
く

世
界
昏
地
に
例
を
と
っ
て
そ
れ
ら
の
景
媛
構
成
上
の

意
義
が
述
べ
ら
れ
る
。
構
成
要
素
の
簾
二
は
屠
蘇
形

態
、
即
ち
集
落
・
家
屋
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
散
村

と
集
村
の
問
題
、
農
村
家
墜
の
諸
類
型
等
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
純
粋
に
集
落
地
理
学
的
な
問
題
と
は
明

瞭
に
自
ら
を
区
別
し
つ
つ
、
贋
住
形
態
の
持
つ
経
済

的
意
義
を
中
心
と
し
て
、
例
え
ば
集
村
・
散
村
の
問

題
は
農
家
か
ら
耕
地
ま
で
の
距
離
と
い
う
こ
と
が
、

経
営
規
模
の
大
小
、
所
膚
寒
分
散
の
程
度
等
と
共
に

論
議
さ
れ
、
ま
た
都
布
近
郊
農
業
の
聞
一
題
も
此
処
で

取
り
扱
わ
れ
る
。
最
後
に
景
観
構
成
の
第
三
の
要
素

で
あ
る
道
路
に
つ
い
て
や
は
り
営
農
上
の
意
義
を
申

心
に
述
べ
ら
れ
る
。

　
第
五
章
「
農
業
の
経
済
形
態
」
も
長
く
は
な
い
が

重
要
な
章
で
あ
る
。
先
ず
主
要
経
済
形
態
を
決
定
す

る
概
念
と
し
て
、
経
済
冒
的
の
面
か
ら
自
給
的
か
・

市
場
向
け
生
産
か
、
経
済
観
念
の
面
か
ら
個
人
的

か
・
共
同
的
か
、
の
四
つ
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
自
給
を
潜
的
と
し
た

個
人
的
経
済
、
市
場
を
蟹
的
と
し
た
個
人
的
経
済
…

…
等
に
経
済
形
態
を
分
類
し
っ
っ
笑
例
を
以
て
そ
れ

を
説
明
し
、
更
に
経
嘗
シ
ス
テ
ム
の
面
か
ら
爆
睡
的
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農
耕
、
周
年
農
耕
、
樹
木
農
業
、
園
芸
農
業
等
七
つ

の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
簡
単
に
概
要
と
分
布
を
述
べ

る
＾
、

　
第
六
章
「
農
業
の
地
域
雛
」
の
章
で
は
農
業
城
域

及
び
農
糞
景
観
の
問
題
が
主
題
と
な
る
。
優
業
軸
域

と
し
て
は
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
や
ラ
ウ
ル
の
そ
れ
が

例
示
さ
れ
、
地
域
設
定
に
対
し
て
如
何
な
る
考
懸
を

一
払
γ
り
べ
き
か
一
か
鞭
籔
≧
述
べ
ら
れ
る
。
｛
澱
叢
ハ
景
観
は
農

業
の
空
間
的
研
究
に
と
っ
て
墓
礎
的
な
単
元
を
な
す

も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
ぐ
℃
戴
巽
北
の
種
々
の

糎
点
が
示
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
き
の
第
四
章

で
叛
わ
れ
た
景
観
の
形
態
的
側
面
ば
か
り
で
な
く
、

二
選
的
な
側
面
が
む
し
ろ
強
調
さ
れ
る
。
要
す
る
に

此
の
章
は
農
業
の
塊
域
性
、
地
域
的
特
質
を
決
定
す

る
達
筆
的
な
因
子
を
さ
ま
ざ
ま
の
角
凌
か
ら
論
じ
た

も
の
で
あ
り
、
本
害
の
結
論
的
な
部
分
を
な
す
の
で

あ
る
が
、
薯
者
の
見
解
は
著
し
く
経
済
酌
な
観
点
を

重
ん
ず
る
立
場
に
傾
い
て
い
る
よ
弓
で
あ
る
。

　
最
後
の
第
七
章
「
農
業
景
観
の
比
較
の
例
」
で
は

若
干
の
個
々
の
例
一
例
え
ば
マ
グ
デ
ブ
ル
グ
近
辺

、
と
ヘ
ッ
セ
ソ
地
方
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
東
南
ア
ジ

ア
・
ス
ペ
イ
ン
の
米
作
景
観
比
較
、
熱
帯
農
糞
畏
観

の
タ
イ
プ
択
一
を
挙
げ
て
農
業
畳
「
観
の
比
較
網
察

欝

を
行
っ
て
い
る
。
記
載
は
簡
単
で
あ
る
が
、
景
書
信

握
の
視
点
が
具
体
的
に
示
さ
れ
、
短
会
的
・
経
済
的

な
観
点
が
強
調
さ
九
「
て
い
る
．
、

　
以
上
コ
般
農
業
地
理
学
」
の
構
成
及
び
内
容
に

つ
い
て
極
く
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、

以
下
、
一
読
し
て
蒋
に
気
付
い
た
点
、
感
じ
た
と
こ

ろ
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
先
ず
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
概
念
規
楚
に
対
す
る
、

そ
し
て
さ
霞
ざ
ま
の
概
念
を
農
業
壇
灘
掌
の
全
体
系

の
申
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
対
す
る
執
拗
愚
心
な
努

力
で
あ
る
。
例
え
ば
「
集
約
度
」
と
い
う
も
の
ウ
．
問

題
に
す
る
に
際
し
て
も
、
そ
れ
が
内
包
す
る
種
々
の

概
念
を
一
つ
一
つ
取
り
上
げ
て
比
較
吟
昧
し
た
後
、

農
業
端
理
掌
上
、
墨
池
を
構
成
す
る
因
子
と
し
て
大

き
な
多
義
を
荷
う
と
こ
ろ
の
そ
れ
を
求
め
て
行
き
、

ま
た
農
地
の
所
膚
規
模
と
経
鴬
規
模
と
は
厳
密
に
区

別
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
農
業
地
理
学
上
は
経
営

規
模
と
い
う
概
念
が
よ
り
塵
世
で
あ
る
こ
と
を
数
十

行
に
亙
っ
て
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
努
力
は
農

業
地
理
掌
が
未
だ
圏
膚
の
タ
ー
ミ
ノ
ロ
ギ
ー
に
乏
し

い
グ
レ
ソ
ッ
の
科
学
で
あ
る
だ
け
に
何
よ
り
も
必
要

な
こ
と
で
あ
ろ
・
う
．
、

　
し
か
し
、
こ
の
よ
5
な
概
念
規
定
に
対
す
る
慎
重

さ
や
、
ま
た
昏
概
念
に
つ
い
て
必
要
以
上
に
分
類
し

た
り
統
合
し
た
り
す
る
試
み
は
、
却
っ
て
読
む
者
を

し
て
何
が
そ
の
聞
題
の
申
心
点
で
あ
る
の
か
表
就
に

迷
わ
し
め
る
こ
と
が
あ
る
。
各
識
の
章
に
は
勿
論
の

こ
と
、
昏
卸
、
更
に
は
昏
小
節
に
至
る
ま
で
そ
の
は

じ
め
と
終
り
に
は
必
ず
序
論
及
び
結
論
が
附
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
が
往
≧
に
し
て
、
複
雑
な
地
理
的
事

象
を
あ
ま
り
に
抽
象
的
類
型
朗
な
概
念
の
中
に
解
消

し
て
し
ま
っ
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
．
、
そ
し
て
、
随
所

に
於
て
歴
史
的
動
態
的
考
察
を
財
用
し
、
且
つ
強
調

し
な
が
ら
も
、
結
果
に
於
て
著
し
く
非
歴
史
的
な
結

論
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
少
く
な
い
。
例
え
ば
所
有

と
経
営
と
い
5
こ
と
を
概
念
的
に
峻
別
す
る
の
余

り
、
小
作
制
度
と
か
共
用
地
と
か
が
両
者
の
混
交
す

る
変
則
的
な
も
の
と
な
っ
て
、
そ
の
意
義
が
見
失
わ

れ
た
り
、
象
た
共
雑
地
即
ち
土
地
所
有
の
共
同
的
な

形
態
と
い
5
範
瞬
の
下
に
、
熱
帯
の
原
始
的
農
業
に

見
ら
れ
る
そ
れ
と
ソ
連
に
於
け
る
そ
れ
と
を
包
醸
し

て
し
ま
っ
た
り
す
る
が
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た

あ
ら
ゆ
る
問
題
が
究
極
に
於
て
は
す
べ
て
地
域
的
な

拡
が
り
の
下
に
理
解
さ
れ
て
い
る
の
は
董
当
で
あ
る

が
、
そ
の
地
域
設
定
の
単
位
が
、
例
え
ば
北
西
ヨ
ー

九
三
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書

評

ロ
ッ
バ
と
か
、
東
南
…
ア
ジ
ア
と
か
、
新
大
愚
と
か
云

っ
た
極
め
て
広
汎
な
概
括
的
な
も
の
に
終
始
し
、
そ

の
た
め
豊
富
に
挿
入
さ
れ
た
図
の
多
く
が
、
　
一
つ
の

部
落
、
一
つ
の
農
場
と
い
5
よ
弓
な
小
地
域
に
於
け

る
詳
細
な
、
極
め
て
騒
ハ
昧
深
い
も
の
で
あ
る
に
か
か

わ
ら
ず
、
本
文
の
中
に
そ
の
図
が
充
分
に
生
か
さ
れ

て
い
な
い
憾
み
が
あ
り
、
さ
り
と
て
ま
た
世
界
的
な

鏡
野
に
於
て
或
る
事
象
に
闘
す
る
分
布
範
囲
な
り
地

域
区
分
な
り
が
描
か
れ
て
も
い
な
い
の
で
、
地
域
的

考
察
が
結
局
単
な
る
類
型
化
に
止
ま
っ
て
い
る
場
合

が
多
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

　
し
か
し
乍
ら
本
霜
の
出
現
は
農
業
地
理
学
の
発
展

史
上
、
玄
こ
と
に
扇
期
朗
な
こ
と
と
云
わ
ね
ば
な
る

濠
い
。
望
診
齋
の
特
色
は
、
こ
れ
ま
で
合
衆
国
の
経
済

堀
理
学
書
に
麗
「
見
ら
れ
た
よ
5
な
、
種
々
の
生
産

物
に
つ
い
て
夫
々
の
擬
界
的
分
布
を
ド
ッ
ト
マ
ッ
プ

で
　
不
し
つ
つ
、
そ
れ
が
生
薩
の
自
然
的
条
件
や
劇
界

の
需
給
状
況
を
願
次
述
べ
て
行
く
と
い
5
、
素
朴
な

物
産
誌
的
無
難
商
品
地
理
的
な
行
き
方
と
は
異
っ

て
、
農
業
地
理
学
上
の
諸
悶
題
を
一
つ
の
体
系
の
中

に
位
覆
づ
け
て
行
こ
弓
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

一
つ
の
ク
ン
デ
と
し
て
の
農
業
地
理
掌
の
体
系
化
が

野
心
的
に
指
向
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

藷
あ
ら
ゆ
る
臨
調
議
を
、
嘗
て
リ
ュ
ト
ゲ
ン
ス
そ
の
他
に

よ
っ
て
唱
導
さ
れ
た
交
互
作
胴
理
論
の
マ
ン
ネ
リ
ズ

ム
か
ら
解
放
す
る
た
め
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
5

に
、
例
え
ば
農
民
の
社
会
的
構
造
の
面
や
農
業
の
経

済
形
態
、
農
業
景
観
な
ど
、
能
弓
限
り
多
く
の
概
点

を
把
え
、
ま
た
従
来
の
ド
イ
ツ
経
済
地
理
掌
に
欠
け

て
い
る
と
さ
れ
た
社
会
的
歴
輿
的
な
側
面
を
強
調

し
、
更
に
そ
の
他
多
く
の
類
綴
科
学
の
成
果
を
十
分

に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
夕
の
内
容
は
ま

す
ま
す
多
彩
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
考
察
・
分
析
’

の
視
点
を
一
つ
一
つ
例
を
と
っ
て
掲
げ
つ
つ
、
農
業

地
理
学
の
在
り
方
を
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
検
討
し

て
、
少
く
と
も
そ
の
在
り
う
べ
き
骨
儲
だ
け
は
十
二

分
に
示
し
、
多
く
の
首
題
に
質
す
る
考
察
の
可
能
性

を
示
顕
し
た
そ
の
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
る

ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
浮
国
典
良
－
一

　
　
最
近
の
日
本
考
古
学
の

　
　
発
掘
報
告
書

　
こ
の
一
年
遅
に
出
さ
れ
た
報
告
嶺
の
数
．
は
、
前
年

度
に
猛
爆
し
、
戦
前
に
前
例
を
見
な
い
程
の
数
量
に

達
し
た
．
．
こ
れ
等
は
簸
近
の
発
掘
事
業
の
報
告
の
み

で
は
な
く
、
従
来
未
発
表
の
ま
ま
お
か
れ
て
い
た
調

九
臨

査
の
報
告
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
と
に
か
く
考
古
掌

の
研
究
を
進
め
て
行
く
上
に
最
も
軍
要
な
報
告
審
が

か
く
も
多
く
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

　
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
報
魯
書
を
と
り
上
げ
る
こ
と
に

す
る
。

文
化
財
保
護
委
員
会

　
穴
湯
町
環
状
列
石
－
…
秋
田
県
鹿
角
郡

　
大
湯
町
所
在
…
1

　
　
（
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
　
第
二
）

　
十
和
田
湖
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
秋
田
県
鹿
角
郡

大
湯
町
に
大
き
な
ス
ト
…
ン
サ
ー
グ
ル
ら
し
い
も
の

が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
縄
文
式
後
期
の
も
の
で
あ
る
と

の
話
を
後
藤
守
一
氏
か
ら
・
り
か
が
っ
た
の
は
昭
和
ニ

工
年
の
初
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
体
何
で
あ
る
か

と
い
5
疑
問
は
乗
だ
に
と
け
な
い
が
、
そ
れ
が
ど
の

様
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
・
づ
こ
と
は
太
∵
報
告
書
に
よ

っ
て
十
分
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
霧
は
昨
年
紹
介
し
た
『
吉
胡
』
に
次
ぐ
濁
鴬
発

掘
第
二
号
と
し
て
、
昭
和
工
六
、
七
年
に
調
査
さ
れ

た
大
湯
遣
蹟
の
報
告
書
で
、
調
査
経
過
と
総
揺
と
を

斎
藤
忠
烈
、
地
美
的
所
見
を
藤
岡
一
男
、
佐
藤
久
両

氏
、
組
石
遺
贈
を
後
藤
崖
、
一
氏
、
隣
無
地
の
発
掘
と

同
地
出
土
遺
物
を
入
幡
一
郎
氏
、
遺
蹟
の
土
暴
の
燐

野
…
．
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